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デザインの考え方の入門書

　身の回りのモノを題材に認知科学の側面からデザ

インの原則について述べられたデザインの入門書で

あり，デザイナーだけでなく，エンジニア，一般の人，

誰にでも楽しめるように書かれている．原著初版が

1988 年に出版されて以来，今でも読まれ続けられ

ている名著である．2013 年に増補・改訂版が出版

され（日本語翻訳版は 2015 年），デザインの原則

の根本的な部分は変わらず，25 年間のテクノロジー

の変化に合わせて例が更新されている．

開け方の分からないドア

　たとえば，ドア 1 つとっても，どのように操作す

ればよいのか分からないことがある．ぱっと見ても

押すのか引くのか開け方が分からない．と思うと実

はスライドして開けるドアだったりする．見た目の

デザインを重視して作られたのかもしれないが，そ

のためにどのような操作をすればよいかが分からず，

結果的に開け方の注意書きの紙が貼られていること

まである．この開け方の分からないドアは「ノーマ

ンのドア」として有名になった事例であるが，あな

たもこのような場面を思い浮かべることができるの

ではないか．

　本書の前半は，毎日使う道具の精神病理学，日常

場面における行為の心理学，頭の中の知識と外界に

ある知識，何をするかを知る，ヒューマンエラー？

いや，デザインが悪い，という章構成となっている．

製品とそれを使う人間がどのようにインタラクショ

ンするかを体系化し，発見可能性やフィードバック，

アフォーダンスとシグニファイア，対応づけ，概念

モデルといったデザインの原則が述べられていく．

　本書で印象的なのは，ヒューマンエラーが起こる

のは多くの場合，ヒトではなくデザインが悪い，と

言い切っているところである．タイピングのキー

ボードでエンターキーとリターンキーが分かれてい

たものがあった．異なるキーを押すとそれまでのタ

イプ内容がなくなってしまうが，その 2 つのキー

が近い場所に配置されていることもあり，しばしば

押し間違えをしてしまい，効率を落としてしまって

いた．現場のオペレータは自分の操作ミスだと考え

ていたが，そうではなく，これはデザインが悪いの

である．

　身の回りを見渡すと，前述のドアの例に限らず，

複雑な家電製品をはじめとして，パッと見てもどう

すればよいのか分からないデザインが多くあるので

はないか．本書の原則に照らして身の回りを観察し

ていると，今までとは違った日常が見えてくるかも

しれない．また，その過程で新しいアイディアが生

まれてくることもあるかもしれない．

現実の人間中心デザイン

　本書の後半では，著者が Apple，ヒューレット・

パッカード等の企業に在籍していたときの経験まで

盛り込み，デザイン思考，ビジネス世界におけるデ

ザインについて述べられ，さらにはイノベーション

のプロセスや，25 年後の未来まで見据えて，テク

ノロジーが変わっても変わらない原則についても語

られている．
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　デザイン思考とは，問題を解決することを探求す

るのと同時に，本当の問題を発見することを探求す

るものである．観察，アイディア創出，プロトタイ

ピング，テストの 4 つの活動を反復的に繰り返し

ていくことを人間中心デザインプロセスと呼び，こ

れにより提案を収束させていく．

　一方で，現実のビジネスの現場では，理想のデザ

インを突き詰めたくても，そうも言ってはいられな

い．本書では，「製品開発のプロセスが開始される日

にしてすでに，スケジュールは遅れ，予算は超過し

ている」と言及している．そのような中で，顧客を

喜ばせるために複数の矛盾する要求を満たすように

製品やサービスが生み出されていっているのである．

　相手が人間というのは，製品やサービスのデザイ

ンだけでなく，ビジネスについても同じであり，デ

ザインの考え方がイノベーションにも役立てられる

場合がある．デザイン思考によるイノベーションの

プロセスは近年ではビジネス書でも多く語られてい

るところである．本書は，デザインの観点で体系化

されていて，身近な題材の例から直感的に理解しな

がら読み進めていくことができる．

デザインを意識する

　現在の情報処理は IoT や AI をはじめとして進歩

が著しく，次々と新しい技術が生まれている．一方

で，製品や技術がインタラクションする対象は変わ

らず人間であり，人間中心のデザインの考え方はエ

ンジニア，研究者にとって，今後ますます重要になっ

ていくと考えられる．本書は 520 ページと読み応

えのある分量であるが，デザインの考え方を分かり

やすい例を通じて学ぶことができる 1 冊である．

　 本 書 の 原 題 は“The Pyschology of Everyday 

Things”（POET）であり，のちに“The Design of 

Everyday Things”（DOET）に変更されている．こ

れらも親しみやすい題名だが，邦題の「誰のための

デザイン？」というのも，人間中心というのを端的

に表した，メッセージ性が強い題名だと思う．私自

身はデザイナーでもヒューマンインタフェースの専

門家でもないが，新しい技術を用いたソリューショ

ンを考えるためにプロトタイプのシステムを設計す

ることがある．情報処理のシステムには，必ず開発

者，運用者，そしてユーザがいるわけであり，それ

ぞれ異なる視点を持っており，「誰のためのデザイ

ン？」を意識するようにしている．
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